
P2 笑顔あふれるまちづくり。
P4 地域の学び舎長い歴史に幕
P6 有害鳥獣の被害軽減へ
P8 議員定数と報酬の在り方は
P10 町の考えを問う（７議員が一般質問）

議会だより 第189号
令和2年
1月23日
発行

岩手県岩泉町議会

　岩泉の内村敏
とし

裕
ひろ

さん７人家
族です。小学生の仲良し姉妹
は、バスケットボールや空手
にそれぞれ打ち込んでいま
す。末っ子の結

ゆ に

虹ちゃんはみ
んなのアイドル。「楽しく、元
気に！」が家族のモットーです。

18

　岩泉の内村敏
とし

裕
ひろ

さん７人家

18

大家族
シリーズ
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笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
。

Vol.22

　
議
員
と
語
る
会
は
「
地

域
に
出
向
き
、
直
接
町
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
平
成
24

年
11
月
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
語
る
会
で
は
、

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
見
な
ど
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
町
の
未
来
を
皆
さ
ん
と

共
に
作
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
、
議
会
は
一
つ
で
も

多
く
の
問
題
や
課
題
を
解

決
し
、
み
ん
な
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
は
11
月
６
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
「
議
員
と
語
る
会
」
を
６
地
区

で
開
催
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
の
岩
泉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

１
１
９
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
災
士
の
役
割
と
は
何

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

防
災
士
の
活
動
や
役

割
と
は
何
か
。

自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

　
台
風
19
号
の
際
に
は
、

防
災
士
が
避
難
所
運
営
を

行
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
町
防
災
士
連
絡
協
議
会

（
※
１
）
を
中
心
に
活
動

を
広
め
て
い
く
。

道
路
整
備
の
促
進
を

要
望
活
動
を
続
け
る

県
道
大
川
松
草
線
の

道
路
が
狭
い
。
待
避

所
を
設
置
す
る
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
る
。
前
に
進

ん
で
い
る
か
。

待
避
所
の
設
置
や

カ
ー
ブ
の
解
消
は
、

町
と
議
会
が
要
望
し
た
結

果
、
県
が
現
地
調
査
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
道
路
改
良
の
要
望
は
、

引
き
続
き
町
や
議
会
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
体
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

岩
泉
高
校
の
支
援
強
化
を

支
援
や
対
応
を
議
論
す
る

岩
泉
高
校
の
生
徒
確

保
の
た
め
、
目
に
見

え
る
形
で
の
支
援
を
強
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
併

せ
て
寮
の
在
り
方
も
考
え

て
ほ
し
い
。

町
で
は
、
岩
泉
高
校

に
年
間
約
４
千
万
円

の
支
援
を
し
て
い
る
。

　
通
学
費
や
ク
ラ
ブ
活
動

費
、
大
学
進
学
補
助
金
な

ど
で
あ
る
。
大
学
進
学
補

助
金
は
、
国
公
立
大
学
へ

の
進
学
の
み
で
あ
っ
た
が
、

議
会
の
提
言
に
よ
り
私
立

大
学
も
対
象
と
し
た
。

　
寮
の
老
朽
化
を
危
惧
し

て
い
る
。
町
と
議
論
を
深

め
、
支
援
や
対
応
を
考
え

て
い
く
。

＊ 

高
齢
者
に
学
校
給
食
を

弁
当
と
し
て
提
供
で
き

な
い
か

＊ 

空
い
て
い
る
教
員
住
宅

を
移
住
者
の
住
宅
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か

＊ 

地
区
の
公
民
館
な
ど
を

避
難
所
と
し
て
使
用
す

べ
き
で
は
な
い
か

＊ 

ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
避

難
所
も
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
か

＊ 

公
民
館
に
ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ね
っ
と
を
設
置
し
て
ほ

し
い
（
※
２
）

＊ 

寝
具
類
の
防
災
備
品
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

＊ 

孤
立
し
な
い
場
所
を
避

難
所
に
す
べ
き
だ

（※１） 防災士のネットワークの構築と防災・減災の知識向上を図ることを目的に平成 31
年１月 13 日に設立された団体。会員は現在 142 人

（※２） 公民館へのぴーちゃんねっとの設置は、一般質問（17㌻参照）で取り上げています

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
や
高
齢
化

社
会
に
対
す
る
提
言

避
難
所
の
在
り
方
に

対
す
る
提
言
や
要
望

ＱＡＱＡ

ＱＡ

合
あい

砂
しゃ

　哲夫さん
（安家・63歳）

佐々木　保美さん
（岩泉・72歳）

竹花　敏明さん
（小本・75歳）

佐々木　精一さん
（有芸・70歳）

守田　敏正さん
（小川・69歳）

佐々木　久
ひさ

任
とう

さん
（大川・75歳）

　集落の核となる学校が無くな
ると人口減少が加速します。過
疎対策の一つに、移住したい人
が入居できる住宅の確保を早急
に取り組むべきと思います。

　人口減少に悩んでいるが、山
の暮らしは理想郷だと思ってい
ます。町には早急に住宅整備に
力を入れてほしいです。人を呼
び込んで地域全体で仲良く暮ら
していきたいと思っています。

　議員と直接話せる機会は貴重
です。議論した内容を一般質問
などで対応してほしいです。議
員がまちづくりの政策を提案
し、町民と議論する方法も良い
かと思います。

　大川地区は、国道 340 号や
県道大川松草線の拡幅工事の早
期完成が望まれます。道路整備
により自然を生かした観光産業
による交流人口や関係人口の増
加が期待できます。

　語る会での意見や提言がその
後どうなったのか具体的に示し
てほしいです。合併して60年。
今こそ町がひとつになり各地域
の問題に取り組む時期だと思い
ます。

　森・川・海は町の宝です。大
地からの恵みを享受できるまち
づくりを期待しています。私た
ちも大災害を教訓に森と水を基
軸とした地域づくりに貢献でき
ればいいと思っています。

議員と語る会

◆ 6人の地域振興協議会長に聴く◆

見つめる　先は
町　への思い

次
は
、
地
域
の
学
び
舎
長
い
歴
史
に
幕
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３
校
の
閉
校
に
関
す
る

条
例
を
可
決

　
本
年
４
月
か
ら
安
家
中

を
岩
泉
中
に
統
合
。
小
川

小
と
門
小
を
閉
校
し
新
設

の
小
川
小
と
す
る
町
立
学

校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
安
家
中
は
昭
和
22
年
４

月
開
校
、
ピ
ー
ク
時
の
生

徒
数
は
昭
和
37
年
の
１
８

７
人
。
現
在
は
３
人
と
大

幅
な
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
、
地
域
の
同
意
を
得
て

岩
泉
中
へ
の
統
合
が
決

ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
小
川
小
と
門
小
は
明
治

９
年
６
月
開
校
、
１
４
３

年
と
長
い
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
の
児
童

数
は
小
川
小
14
人
、
門
小

53
人
で
す
。
４
月
か
ら
は

現
在
の
門
小
の
校
舎
を
使

用
し
、
新
た
な
「
小
川
小

学
校
」
の
歴
史
が
始
ま
り

ま
す
。

　
閉
校
式
は
、
門
小
３
月

15
日
、安
家
中
３
月
21
日
、

小
川
小
３
月
22
日
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
３
校
の
閉
校
で
町
立
の

小
学
校
は
７
校
、
中
学
校

は
４
校
と
な
り
ま
す
。

幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕ナ
ラ
枯
れ
被
害

処
理
費
を
可
決

　
12
月
定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
５
日
と
６
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
運
営
の
基
本
姿

勢
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
の
内
容
は
10
㌻
〜
17
㌻
に
掲
載
）。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
26
件
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

学校・地域の自慢の紅葉と小川小の皆さん

仲良し３人組の安家中の３年生

大学生と交流学習を行う門小の児童

ナラ枯れ被害が見つかった小本大牛内地区の山林

　
２
年
度
か
ら
若
者
の
定

住
促
進
の
た
め
、
町
の
奨

学
資
金
を
借
り
た
人
が
、

高
校
や
大
学
な
ど
を
卒
業

後
、
町
内
で
働
く
場
合
や

町
内
に
住
ん
で
近
隣
の
市

町
村
で
働
く
場
合
な
ど
に

町
奨
学
資
金
の
返
還
が
免

除
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
現
在
返
還
中
の
人
も
要

件
を
満
た
せ
ば
対
象
と
な

り
ま
す
。（
関
連
７
㌻
）

　
小
本
地
区
大
牛
内
の
町

有
林
内
で
ナ
ラ
枯
れ
（
※

１
）が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
被
害
木
の
処
理
費

用
２
２
４
９
万
円
の
補
正

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
関
連
７
㌻
）

◆
町
の
奨
学
資
金
制
度

　
優
れ
た
資
質
と
向
上
心

を
持
ち
、
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
な
学
生
・

生
徒
を
対
象
に
奨
学
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。

＊ 

対
象
者
…
学
生
や
生
徒

か
保
護
者
の
ど
ち
ら
か

が
町
に
３
カ
月
以
上
住

ん
で
い
る
人

＊
貸
付
限
度
額

①
高
等
学
校
な
ど

 

月
額
２
万
円
以
内

②
大
学
な
ど

 

月
額
６
万
円
以
内

　
詳
し
く
は
教
育
委
員
会

（
☎
22－

２
１
１
１
内
線

５
０
７
）
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

＊
処
理
方
法

　
広
葉
樹
林
の
皆
伐

　

 

12
・
76
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
く
ん
蒸
処
理
（
※
２
）

　

 

３
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

＊ 

伐
採
し
た
木
は
売
り
払

い
ま
す

若者の定住促進へ

町奨学資金が返還免除に

まち 声の

まち 声の

まち 声の

まち 声の

　本校には、進学して将来
岩泉の役に立ちたいと考え
ている生徒が多いです。奨
学金の返還免除は、そうい
う志を持っている生徒に良
い制度だと思います。

　門小学校の名前が無くなり、
地区の小学校が一つになるの
は寂しい感じがします。みんな
が一体感をどのように作ってい
くかが新設校の課題だと思っ
ています。

　安家中の同窓会長として閉
校は残念です。大志を抱く生
徒たちにとって岩泉中に統合
になることは良いことと思いま
す。将来は安家地区の復興に
尽くしてくれることを願います。

　広い中庭があり、学ぶに
も遊ぶにも良い環境で過ご
した小川小学校が閉校にな
るのは寂しいですね。閉校
後は地域のために有効活用
されることを望みます。

坂本　千尋さん
（岩泉高校教員・53 歳）

竹花　　敦さん
（小川・35 歳）

大﨑　　公
いさお

さん
（安家・83 歳）

鈴木しおりさん
（小川・27 歳）

（※１）カシノナガキクイムシを原因とするブナ科樹木に発生する病気
（※２）薬剤で殺虫すること

安家中は岩泉中に統合
小川地区では小学校が
１つに

次
は
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
軽
減
へ
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有害鳥獣の被害軽減へ
捕獲報償費を倍増

農　林農　業
報
償
費
が
増
額
の
理
由
は

豚
コ
レ
ラ
の
対
策
は

捕
獲
を
加
速
さ
せ
る
た
め

侵
入
防
護
柵
を
設
置

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償

費
の
補
正
額
１
７
２

万
円
の
理
由
は
。

ワ
サ
ビ
な
ど
に
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
。

捕
獲
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
報
償
費
１
頭

当
た
り
８
千
円
を
１
万
６

千
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
。

対
象
は
12
月
１
日
以
降
に

豚
コ
レ
ラ
の
対
策
が

全
国
的
に
急
務
で
あ

る
。
本
町
の
対
策
は
。

豚
コ
レ
ラ
は
イ
ノ
シ

シ
か
ら
の
感
染
に
よ

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

防
護
柵
の
設
置
に
よ
り
遮

断
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い

と
考
え
て
い
る
。

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
小
松
ひ
と
み
委
員

長
）
は
12
月
10
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
９
件
、
補
正
予
算

６
件
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
全
て

を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
同
日
の
本

会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

台
風
災
害
で
山
林
の

作
業
道
が
壊
れ
て
い

る
。
も
っ
と
支
援
す
る
考

え
は
な
い
か
。

作
業
道
の
開
設
補
助

を
適
用
し
て
支
援
し

て
い
る
。
１
㍍
当
た
り
上

限
千
円
で
あ
る
。

主
に
作
業
道
の
入
り

口
が
大
規
模
に
壊
れ

て
い
る
。
現
行
の
補
助
制

度
で
は
限
界
で
は
な
い
か
。

状
況
の
把
握
に
努
め
、

新
た
な
制
度
が
必
要

か
検
討
し
て
い
く
。

ナ
ラ
枯
れ
の
場
所
と

被
害
木
の
樹
齢
、
処

理
方
法
は
。

場
所
は
、
小
本
漁
港

付
近
の
町
有
林
内
で

あ
る
。
樹
齢
は
65
年
生
。

被
害
木
は
、く
ん
蒸
処
理
、

周
辺
の
広
葉
樹
は
皆
伐
処

理
を
行
い
町
内
で
チ
ッ
プ

に
す
る
。

民
有
林
で
ナ
ラ
枯
れ

の
発
生
は
あ
る
か
。

民
有
林
で
も
今
後
、

被
害
が
発
生
す
る
こ

奨
学
資
金
返
還
免
除

の
内
容
は
。

定
住
化
対
策
と
し
て

町
内
に
在
住
し
て
い

林　
業
山林作業道への支援を
状況把握に努めていく

林　業教　育
ナ
ラ
枯
れ
処
理
の
補
助
は

奨
学
金
の
返
還
免
除
の
内
容
は

県
と
町
で
そ
れ
ぞ
れ
千
円

定
住
化
対
策
と
し
て
免
除
す
る

捕
獲
さ
れ
た
も
の
か
ら
と

す
る
。本

年
度
捕
獲
さ
れ
た

有
害
鳥
獣
の
数
は
。

11
月
末
時
点
で
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
２
７
１

頭
、
ク
マ
23
頭
、
カ
ワ
ウ

18
羽
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
28
頭

で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
は
な
い
。

本
町
で
は
イ
ノ
シ
シ

が
確
認
さ
れ
て
い
る

の
か
。国

道
１
０
６
号
と
３

４
０
号
沿
い
で
目
撃

情
報
が
多
く
あ
る
。

　
本
町
で
も
広
範
囲
に
生

息
し
て
い
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

民
有
林
で
ナ
ラ
枯
れ

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

処
理
へ
の
補
助
は
あ
る
か
。

県
と
町
で
１
立
方
㍍

当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
千

円
の
補
助
で
あ
る
。

町
民
へ
の
情
報
提
供

は
考
え
て
い
る
か
。

町
民
や
山
林
所
有
者

へ
の
周
知
は
重
要
で

あ
る
。
情
報
提
供
に
努
め

て
い
く
。

る
期
間
、
月
々
の
返
還
を

免
除
す
る
。

現
在
の
対
象
者
は
何

人
か
。

問答

問問 答答

問答

問

答

まち 声の

まち 声の

まち 声の
　防護柵の設置で自己防衛が
できることはありがたいです。
冬期間の工事は地域性を考慮
してほしかった。アフリカ豚コ
レラはワクチンが無いので感
染すると死活問題になります。

　3 年前の台風災害で想像
以上に山が壊れています。
登り口から大きく削られた場
所は手の施しようがないで
す。山を生かすためにできる
限りの助成を期待しています。

　町ではいち早く、鳥獣被害
対策実施隊員制度を制定し、
これまでに1800 頭を超えるニ
ホンジカを捕獲してきました。
これからも農作物などの被害
軽減に尽力していきます。髙橋真二郎さん

（有芸・66 歳）

瀬川　隆治さん
（小川・71 歳）

三田地俊
としひろ

洋さん
（岩泉・62 歳）

問問

問

答答

問答答

問問 答答

農作物の被害軽減に取り組んでいる鳥獣被害対策実施隊員（※）

問答

奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
人
や
返
還
中
の

人
は
、
本
年
度
30
人
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
返
還
中
の

町
内
在
住
者
は
、
１
人
で

あ
る
。

福　祉
福
祉
灯
油
の
申
請
を
簡
素
化
に

寄
り
添
っ
た
申
請
方
法
を
検
討

福
祉
灯
油
の
助
成
対

象
と
な
る
世
帯
数
と

助
成
額
は
。

対
象
者
は
７
５
０
世

帯
ほ
ど
を
見
込
ん
で

い
る
。
助
成
額
は
５
千
円

で
あ
る
。

問答

問答
高
齢
者
が
役
場
や
支

所
へ
出
向
い
て
申
請

す
る
の
は
大
変
で
あ
る
。

簡
素
化
で
き
な
い
か
。

町
民
に
寄
り
添
っ
た

申
請
手
続
き
の
方
法

を
検
討
す
る
。

　
元
年
９
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
「
定
住
化
対
策

の
た
め
町
内
で
就
業
し
た

場
合
、
奨
学
金
の
返
還
免

除
を
」
と
提
言
し
た
も
の

が
実
現
し
ま
し
た
。

　定例会で議決された議
案の一覧は町のホーム
ページで確認できます。

12 月補正予算の状況
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 4578 万円 122 億 2926 万円

特
別
会
計

国民健康保険 83 万円 12億 623 万円

介 護 保 険 966 万円 15億 5137 万円

簡 易 水 道 △ 8264 万円 5億 7800 万円

観 光 事 業 203 万円 2億 2083 万円

公共下水道 947 万円 1億 9204 万円

台風により破壊された作業道

（※） 有害鳥獣の捕獲などをするため町長から委嘱を受けた人

次
は
、
議
員
定
数
と
報
酬
の
在
り
方
は
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議
員
定
数
と
報
酬
の
在
り
方
は

　
坂
本
昇
議
員
他
賛
成
者

５
人
は
12
月
10
日
、
議
員

定
数
等
調
査
検
討
特
別
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
決

議
を
議
長
あ
て
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
の
町
議
会
議

員
の
改
選
に
向
け
て
、
議

員
の
定
数
と
報
酬
な
ど
の

在
り
方
を
調
査
検
討
す
る

た
め
に
立
ち
上
げ
た
も
の

で
す
。

　
今
後
委
員
会
で
は
、
他

町
村
の
状
況
を
調
査
し
、

有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取

や
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
（
次
の
㌻

参
照
）
を
踏
ま
え
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

　
６
月
の
第
２
回
議
会
定

例
会
ま
で
に
調
査
検
討
結

果
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

おしえて ぴーちゃん
（※）議員発議とは？

　議員が議会に議案を提出することです。本
町議会では、２人以上の賛成者がいなければ
議案を提出することはできません。

　
議
員
定
数
等
調
査
検
討

特
別
委
員
会
（
議
長
を
除

く
13
人
の
議
員
で
構
成
）

の
設
置
を
議
員
発
議（
※
）

で
提
案
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
委
員
会
は
同
日

開
か
れ
、
委
員
長
に
坂
本

昇
議
員
、
副
委
員
長
に
合

砂
丈
司
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
ま
し
た
。

次
の
改
選
に
向
け
て
調
査
検
討

☆定数
　昭和 56年～26人　平成 21年～16人
　昭和 60年～22人　平成 25年～15人
　平成 17年～18人　平成 29年～14人
☆報酬
　平成９年４月以降、現在の額です。
（議員年金は平成23年に廃止されています）

現在の
  議員定数　14人
  報酬月額　21万円
 適正か？

議員発議で特別委員会を設置

現在 14 人の議員定数はどうあるべきか議論を始めます

定数・報酬改正の歴史

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

（
八
重
樫
龍
介
委
員
長
）

は
11
月
15
日
〜
30
日
、
議

員
の
定
数
・
報
酬
に
関
す

る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵

送
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
有

権
者
５
０
０
人
を
無
作
為

に
抽
出
し
、
２
１
７
人
が

回
答
、回
答
率
は
43
・
４
％
。

　
議
員
定
数
、
報
酬
と
も

「
現
状
で
よ
い
」
が
一
番

多
い
回
答
で
し
た
。

◇
議
員
報
酬

　
「
現
状
で
よ
い
」
と
回

答
し
た
人
が
１
１
４
人
と

半
数
を
超
え
「
議
会
や
議

員
の
活
動
状
況
」
と
「
人

口
規
模
」
が
主
な
理
由
で

し
た
。

　
「
減
額
す
べ
き
」
と
回

答
し
た
人
は
69
人
。「
増

額
す
べ
き
」
と
回
答
し
た

人
は
30
人
で
し
た
。

◇
議
員
定
数

　
「
現
状
で
よ
い
」
と
回

答
し
た
人
が
１
０
８
人

「
減
ら
す
べ
き
」
と
回
答

し
た
人
は
１
０
３
人
と

「
現
状
で
よ
い
」
が
５
人

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
現
状
で
よ
い
」
と
回

答
し
た
人
の
理
由
は
「
面

積
規
模
」
で
「
減
ら
す
べ

き
」と
回
答
し
た
人
は「
人

口
規
模
」
で
し
た
。

◇
自
由
記
載
欄

・ 

町
が
良
く
な
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

・ 

議
会
や
議
員
が
何
を
し

て
い
る
か
分
か
ら
な
い

・ 

町
民
に
寄
り
添
っ
て
活

動
し
て
ほ
し
い

・ 

議
会
の
情
報
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
っ
と
公

開
す
べ
き

～議員定数～
　本町議会の議員定数は14人。県
内19町村のうち一番多い議員定数
は、紫波町と矢巾町の18人。一番少
ないのは葛巻町、田野畑村、普代村
の10人。県内の平均は13.5人です。

～議員報酬～
　本町議会の議員報酬は月額 21万
円。県内の最高額は紫波町の 30万
円。最低は九戸村の 16 万５千円。
平均は約 20万９千円です。

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
は
、
定

数
・
報
酬
の
検
討
に
限
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
活

動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

は
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
広
報
広
聴
常
任
委
員
長

 

　
八
重
樫
龍
介
）

1　全体集計表
配布数 回答者数 回答率
500 人 217 人 43.40%

2　理由別集計表

理由
議員定数

現状でよい 増やすべき 減らすべき 計
人口規模 48人 1人 79人 128 人
面積規模 51人 3人 2人 56人

他の町村の状況 28人 1人 23人 52人
その他 5人 0人 12人 17人
計 132 人 5人 116 人 253 人

理由
議員報酬

現状でよい 増額すべき 減額すべき 計
議会や議員の活動状況 45人 16人 48人 109 人

人口規模 44人 3人 32人 79人
面積規模 32人 10人 2人 44人
その他 14人 9人 9人 32人
計 135 人 38 人 91人 264 人

※複数回答のため、回答者数とは一致しません。

現状でよい
108人
49.77%

増やすべき
4人　1.84%

空欄
2人　0.92%

減らすべき
103人
47.47%

議員定数

現状でよい
114人
52.53%

増額すべき
30人
13.82%

空欄
4人
1.84%

減額すべき
69人
31.80%

議員報酬

岩手県内他町村
の定数・報酬は

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

町民の考えは
議員定数・報酬に関するアンケート結果
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町の考えを問う 町の考えを問う

ぴーちゃ
んねっとで

一般質問
の動画を

見ることが
できるよ

!

町の考えを問う
7人の議員が登壇

坂
さ か

本
も と

　　昇
のぼる

 議員

畠
はたけ

山
や ま

　和
か ず

英
ひ で

 議員

林
はやし

﨑
ざ き

竟
きょう

次
じ

郎
ろ う

 議員

三
み た ち

田地久
ひ さ

志
し

 議員

野
の

舘
だ て

　泰
や す

喜
き

 議員

小
こ

松
ま つ

ひとみ 議員

合
あ い

砂
し ゃ

　丈
た け

司
し

 議員

・親と子の包括的な支援を
・住まい情報を見える形に

・地域振興の展開策は
・行政経営の進め方は

・床下浸水世帯に支援金を
・国保医療費の減免期間延長を

・ごみの減量化推進を
・地域限定旅行業取得を

・行政区再編と負担軽減を
・廃校舎利活用を積極的に

・防災減災のまちづくりは
・イベントの自粛に違和感

・公民館にぴーちゃんねっとを
・地域防災センターの整備を

（11㌻）

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

（16㌻）

（17㌻）

一般
質問

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
７
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政

課
題
へ
の
提
言
や
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
11

㌻
か
ら
17
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

見ることが
できるよ

!

一般質問全文は
こちらから。ス
マートフォンで
チェック

問 

親
と
子
の
包
括
的
な
支
援
を

答 

組
織
体
制
を
研
究
し
て
い
く

地域みんなで支え合う仕組みづくりが必要

問 住まい情報を見える形に
答 できる限り対応していく

問　
住
ま
い
の
情
報
提
供

は
、
住
民
や
転
入
者
に
分

か
り
や
す
い「
見
え
る
形
」

で
の
集
約
や
開
示
が
必
要

と
考
え
る
。

　
町
が
、
町
内
の
住
宅
情

報
を
一
元
化
し
、
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問　
親
や
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
、
ひ
と
り
親
世

帯
へ
の
支
援
、
待
機
児
童

の
解
消
な
ど
の
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

　
誰
も
孤
立
し
な
い
地
域

を
目
指
し
、
こ
ど
も
食
堂

を
町
で
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
核
家
族
化
や

共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど

定
住
化 

住
ま
い
確
保
し

 

推
進
を

町
長　
見
え
る
形
で
の
住

宅
情
報
の
集
約
化
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
良
好
な
住

宅
を
提
供
す
べ
く
、
子
育

て
応
援
住
宅
や
定
住
促
進

宅
地
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
き
た
。

　
民
間
ア
パ
ー
ト
は
、
町

で
一
覧
表
を
作
成
し
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
き
た

が
、
情
報
不
足
と
の
意
見

が
あ
る
。

　
今
後
、
民
間
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
所
有
者
の
意
向
を

把
握
し
、
間
取
り
や
家
賃

な
ど
、
ど
こ
ま
で
の
情
報

が
提
供
可
能
な
の
か
調
査

を
進
め
て
い
く
。

　

住
宅
情
報
の
一
元
化

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
町

営
住
宅
、
民
間
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
情
報
の
集
約
に
努

め
、
転
入
者
な
ど
の
ニ
ー

ズ
に
で
き
る
限
り
対
応
し

て
い
く
。

多
様
化
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
町
民

の
要
望
を
踏
ま
え
、
世
帯

の
状
況
や
子
育
て
の
段
階

に
応
じ
た
支
援
施
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
に
は
、

必
要
に
応
じ
役
場
内
で
情

報
を
共
有
し
、
細
部
に
渡

り
支
援
を
し
て
い
る
。

　

こ
ど
も
食
堂
の
実
施

は
、社
会
福
祉
法
人
が
主

体
と
な
り
試
験
的
に
取
り

組
む
動
き
が
あ
る
。そ
の
取

坂本　昇議員

り
組
み
を
支
援
し
、住
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

問　
親
と
子
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
た
め
、
包
括
的

な
部
署
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　
適
切
な
組
織
体
制

を
研
究
し
て
い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

道路整備はまちづくりの基本。早期整備を（県道大川松草線）

復
興
を 

な
し
遂
げ
創
る

 

ま
ち
の
未
来

問　
町
の
最
重
要
課
題
は

人
口
減
少
、
産
業
振
興
で

あ
る
。

　
次
期
総
合
計
画
で
は
、

産
業
起
こ
し
や
産
業
振
興

政
策
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
掲
げ
、
町
を
挙

げ
て
最
優
先
か
つ
全
力
で

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
町
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
は
、
産

業
振
興
面
に
お
い
て
も
影

響
が
出
て
く
る
。

　
産
業
振
興
策
は
、
次
期

総
合
計
画
の
中
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
雇
用
環

境
の
充
実
」
に
位
置
付
け

て
い
る
。
農
林
水
産
業
の

生
産
基
盤
強
化
や
中
小
企

業
者
の
支
援
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　
増
え
て
い
る
空
き
校

舎
を
「
空
き
校
舎
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
取

り
上
げ
て
、
利
活
用
を
図

る
べ
き
だ
。

町
長　
空
き
校
舎
は
、
内

部
組
織
な
ど
で
利
活
用
を

検
討
中
で
あ
る
。
引
き
続

き
調
査
研
究
を
進
め
具
現

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

地
域
振
興
の
展
開

「
地
域
編
」
は
、
町
と
し

て
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
取
り
組
む
べ
き
振
興
方

策
を
描
い
て
実
践
し
て
い

く
べ
き
だ
。

町
長　
イ
ン
フ
ラ
関
係
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
別
振
興

計
画
に
掲
げ
て
推
進
し
て

い
く
。

　
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地

域
の
持
ち
味
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
、
お
の
お
の
の
振

興
策
が
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿

う
形
で
進
展
す
る
よ
う
に

す
る
。

　
各
地
域
振
興
協
議
会
と

連
携
し
、
次
期
総
合
計
画

と
は
別
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。

問　
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
今
後
の
行
政
経
営
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　
組
織
機
構
は
、
当

面
、
現
状
の
体
制
で
進
め

た
い
。
そ
の
時
々
の
社
会

情
勢
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
町
が
取
り
組
む
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
し

て
い
け
る
よ
う
、
必
要
な

部
署
は
人
的
に
強
化
し
て

い
く
。

問　
計
画
期
間
中
の
職
員

体
制
は
ど
の
よ
う
に
す
る

考
え
か
。

町
長　
職
員
体
制
は
、
現

在
１
８
９
人
で
あ
る
。
多

様
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

問 地域振興の展開策は
答 地域の持ち味を発揮

応
や
働
き
方
改
革
な
ど

で
、
職
員
数
の
圧
縮
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　
業
務
の
効
率
化
や
ス
リ

ム
化
、
Ｉ
Ｔ
化
、
さ
ら
に

は
人
材
育
成
を
進
め
な
が

ら
、
次
期
総
合
計
画
を
着

実
に
実
行
で
き
る
体
制
を

構
築
し
て
い
く
。

問　
ま
ち
の
将
来
像
と
し

て
「
大
き
な
樹
か
ら
希
望

の
花
咲
く
い
わ
い
ず
み
」

を
掲
げ
て
い
る
。
誰
に
で

も
分
か
り
や
す
い
ス
ト

レ
ー
ト
な
表
現
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

町
長　
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
頂
い
て
い
る
。
さ
ら
に

検
討
し
て
い
く
。

問 

行
政
経
営
の
進
め
方
は

答 

組
織
機
構
は
当
面
現
状

畠山　和英議員

問 

床
下
浸
水
世
帯
に
支
援
金
を

答 

過
去
の
災
害
の
支
援
を
基
本

台風 19 号で冠水した小本地区

問 国保医療費の減免期間延長を
答 国や県の動向をみながら判断

問　
台
風
19
号
被
災
者
の

国
保
医
療
費
の
免
除
対
象

者
は
７
世
帯
11
人
、
介
護

保
険
利
用
料
免
除
の
対
象

者
は
３
世
帯
３
人
と
な
っ

て
い
る
。
免
除
期
間
は
、

元
年
10
月
12
日
か
ら
２
年

問　
台
風
19
号
災
害
に
よ

る
本
町
の
被
災
世
帯
は
、

準
半
壊
11
世
帯
、
床
下
浸

水
66
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。
被
災
者
の
生
活
再
建

支
援
金
の
内
容
は
、
準
半

壊
20
万
円
、
床
下
浸
水
は

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
隣
の
田
野
畑
村
や
普

代
村
は
、
床
下
浸
水
世
帯

に
も
３
万
円
を
支
給
す
る

予
定
だ
。

　
床
下
浸
水
は
、
被
害
の

程
度
は
小
さ
く
て
も
、
精

災
害
の 

時
こ
そ
強
め
ん

 

町
の
結ゆ

い

１
月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

　
台
風
19
号
被
災
者
で
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
減

免
措
置
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
世
帯
は
、
国
保
医

療
費
と
介
護
保
険
利
用
料

を
２
年
２
月
１
日
以
降
、

５
割
減
免
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
台
風
19
号
被
災
者

の
国
保
医
療
費
と
介
護
保

険
利
用
料
の
免
除
は
、
２

年
２
月
１
日
以
降
も
28
年

の
台
風
10
号
豪
雨
災
害
の

被
災
者
と
同
等
に
対
応
す

る
こ
と
で
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
。

　
５
割
減
免
と
い
う
案
も

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
国
や
県
の
支
援
の
動
向

な
ど
も
み
な
が
ら
、
で
き

る
限
り
早
い
時
期
に
判
断

し
て
い
く
。

神
的
な
苦
痛
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
困
難
に
直
面

し
た
時
こ
そ
、
町
が
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。こ
の
こ
と
が
、

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く

地
域
を
つ
く
る
。

　
本
町
で
も
床
下
浸
水
世

帯
に
も
支
援
金
な
ど
を
支

給
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

町
長　
台
風
19
号
災
害
に

よ
る
被
災
者
の
生
活
再
建

林﨑竟次郎議員

支
援
金
は
、
東
日
本
大
震

災
と
３
年
前
の
台
風
10
号

豪
雨
災
害
の
支
援
内
容
を

基
本
と
し
、
支
援
の
公
平

性
や
継
続
性
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
た
上
で
判
断

し
た
。

　
今
回
の
台
風
被
災
の
対

応
は
、
断
水
地
区
へ
の
給

水
活
動
、
無
料
入
浴
な
ど

を
実
施
し
た
。そ
の
ほ
か
、

被
災
者
宅
を
訪
問
し
て
健

康
面
、
精
神
面
の
相
談
を

行
う
な
ど
被
災
者
の
精
神

的
苦
痛
を
和
ら
げ
る
よ
う

努
め
て
い
る
。



いわいずみ議会だより　第189号
令和2年1月23日発行

いわいずみ議会だより　第189号
令和2年1月23日発行15 14

町の考えを問う 町の考えを問う

地球環境を守るためにもごみの減量化が必要

ゴ
ミ
減
ら
せ 

み
ん
な
で
や
ろ
う

 

町
の
た
め

問　
町
の
１
人
当
た
り
の

１
日
の
ご
み
排
出
量
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
平
成
22
年
に
３
８
４
㌘

だ
っ
た
も
の
が
、
29
年
に

は
４
８
８
㌘
と
１
０
０
㌘

以
上
増
加
し
て
い
る
。
一

年
間
で
約
38
㌔
㌘
も
増
え

て
い
る
。

　
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク
ル
）

の
概
念
を
さ
ら
に
町
民
に

広
め
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

　
家
庭
ご
み
は
、
生
活
し

て
い
く
上
で
、
ど
う
し
て

も
排
出
さ
れ
る
。

　
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

て
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
に
落
と
し
込
み
、
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

町
長　

ご
み
の
減
量
化

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や

コ
ン
ポ
ス
ト
式
生
ご
み
処

理
機
の
設
置
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
本
町
の
ご
み
全
体
量
に

対
す
る
生
ご
み
の
割
合

は
、
49
・
３
％
と
高
い
。

　
今
後
も
コ
ン
ポ
ス
ト
式

生
ご
み
処
理
機
の
効
果
的

な
使
い
方
の
指
導
や
生
ご

み
の
水
分
量
を
減
ら
す
た

め
、
新
た
に
生
ご
み
水
絞

り
器
具
の
普
及
啓
発
な
ど

を
推
進
し
、
生
ご
み
の
減

量
化
に
努
め
て
い
く
。

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
は
、
３

Ｒ
の
概
念
の
定
着
と
実

践
、
食
品
ロ
ス
の
取
り
組

み
な
ど
で
実
現
で
き
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
町
民
の
協
力
や
宮
古
地

区
広
域
行
政
組
合
な
ど
、

ご
み
処
理
専
門
機
関
と
連

携
し
、
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
に
も
盛
り
込
み
、
ご

み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

地
域
限
定
旅
行
業

は
、
地
域
の
観
光
資
源
の

活
用
や
多
様
化
す
る
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
旅
行

業
法
の
登
録
種
別
で
あ
る
。

　
地
域
限
定
旅
行
業
を
取

得
す
る
と
旅
行
者
を
受
け

入
れ
る
地
域
が
、
地
域
の

観
光
資
源
を
活
用
し
た
旅

行
商
品
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
関
係
人
口
や
交
流
人
口

の
増
加
を
図
る
た
め
、
地

域
限
定
旅
行
業
の
取
得
を

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に

挙
げ
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

問 ごみの減量化推進を
答 3R概念普及を図る

町
長　
地
域
限
定
旅
行
業

の
取
得
は
、
制
度
の
規
制

緩
和
に
よ
り
参
入
し
や
す

い
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。

　
取
得
に
は
、
有
資
格
者

の
配
置
な
ど
が
必
要
で
あ

る
。
先
進
事
例
な
ど
も
参

考
に
し
、
調
査
研
究
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
関
係
人
口
や
交
流
人
口

の
増
加
の
取
り
組
み
は
、

観
光
地
と
し
て
の
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
を
図
り
、
次

期
総
合
計
画
へ
位
置
付
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
限
定
旅
行
業
の
取

り
組
み
は
、
方
策
の
一
つ

と
し
て
効
果
な
ど
も
検
証

し
研
究
し
て
い
く
。

問 

地
域
限
定
旅
行
業
取
得
を

答 

積
極
的
に
研
究
を
進
め
る

三田地久志議員

問 

行
政
区
再
編
と
負
担
軽
減
を

答 

一
定
の
ル
ー
ル
で
検
討
す
る

災害公営住宅や子育て応援住宅などで世帯数が増えている上町地区

問 廃校舎利活用を積極的に
答 地域の理解を得て進める

問　
徳
島
県
三
好
市
で
は

廃
校
舎
の
利
活
用
が
、
７

校
に
上
っ
て
い
る
。

　
町
で
物
件
の
詳
細
説
明

と
応
募
手
順
を
定
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
と

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事

業
の
参
加
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問　
６
年
前
に
行
政
区
の

区
割
り
の
一
般
質
問
を
し

た
。
投
票
所
の
改
編
と
併

せ
て
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
災
害
関
連
の
住
所
異

動
も
あ
り
、
今
こ
そ
、
そ

の
時
期
で
は
な
い
か
。

町
長　
行
政
区
の
区
割
り

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
の
中
枢
と
な
る
部
分
で

あ
る
。
今
後
の
方
向
性
を

検
討
す
る
場
を
設
け
、
時

間
を
か
け
て
現
状
を
考
慮

廃す
た

れ
行
く 

か
の
学
び
舎や

に

 

希ゆ

め望
の
灯
を

町
長　
昨
年
か
ら
、
各
課

横
断
的
な
内
部
検
討
組
織

を
立
ち
上
げ
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
る
。
現
在
、

一
部
施
設
に
お
い
て
「
お

試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
」
や
「
お
試
し
住
宅
」

な
ど
が
具
体
案
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
設
置
は
、
簡
単
で
は
な

い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
は
、
お
試
し
で
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
た
だ

き
、
常
設
に
つ
な
が
る
よ

う
検
討
す
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
統

合
時
に
「
施
設
を
地
域
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
活

用
し
た
い
」「
災
害
時
に

は
避
難
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要

望
を
受
け
て
い
る
。
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
利
活

用
を
進
め
て
い
く
。

し
な
が
ら
、
再
編
の
着
眼

点
を
見
い
だ
す
よ
う
努
め

て
い
く
。

問　
行
政
連
絡
員
の
な
り

手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。

配
布
文
書
が
多
す
ぎ
る
こ

と
も
問
題
だ
。
対
応
策
を

示
せ
。

町
長　
「
ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ね
っ
と
」
を
活
用
し
配
布

文
書
な
ど
を
少
な
く
す
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
町
の

野舘泰喜議員

文
書
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
関
係
外
部
団
体
の
文

書
が
増
え
て
い
る
。

　
世
帯
数
の
多
い
行
政
区

は
、
現
状
の
区
割
り
の
ま

ま
複
数
人
の
行
政
連
絡
員

に
お
願
い
す
る
。
少
規
模

行
政
区
は
、
個
別
配
送
に

す
る
な
ど
の
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　
行
政
連
絡
員
の
制
度
が

崩
壊
し
な
い
よ
う
一
定
の

ル
ー
ル
の
中
で
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

床下浸水した家屋の泥だし研修会に参加する防災士

助
け
あ
い 

共
に
暮
ら
そ
う

 

声
あ
げ
て

問　
本
町
が
危
機
管
理
課

を
設
け
、
防
災
・
減
災
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

画
期
的
で
あ
る
。

　
今
後
、
町
や
各
地
区
の

自
主
防
災
組
織
、消
防
団
、

防
災
士
な
ど
を
含
め
、
ど

の
よ
う
に
連
携
し
役
割
分

担
を
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
行
政
の
責
務
は
、

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
で
あ
る
。一
方
で
、

台
風
10
号
の
よ
う
に
町
全

域
が
被
災
す
る
大
規
模
災

害
で
は
、
行
政
だ
け
の
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
。

　
消
防
団
は
、
地
域
に
密

着
し
、
町
民
の
安
心
と
安

全
を
守
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ

る
中
で
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
考
え
に
基
づ
き
、

自
主
防
災
組
織
で
は
、
地

域
住
民
や
防
災
士
が
協
力

し
「
自
分
の
命
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

を
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ

て
高
め
て
い
る
。

　
町
内
在
住
の
防
災
士
も

１
４
３
人
と
な
っ
た
。
防

災
に
対
す
る
知
識
と
意
識

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

有
事
の
際
に
は
、
率
先
し

た
避
難
行
動
や
避
難
誘

導
、
避
難
所
運
営
な
ど
、

そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
防
災
・
減
災

の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方

を
示
せ
。

町
長　
行
政
の
責
務
を
果

た
す
た
め
に
、
防
災
マ
ッ

プ
の
活
用
な
ど
防
災
意
識

の
啓
発
、
災
害
に
対
す
る

警
戒
情
報
の
速
や
か
な
周

知
、
さ
ら
に
は
、
避
難
所

の
機
能
充
実
を
図
る
。

　
地
域
の
実
情
は
違
っ
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
同

じ
認
識
を
持
っ
て
、
町
民

と
関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問　
広
大
な
面
積
の
本
町

は
、
地
域
ご
と
の
活
動
に

特
色
が
あ
り
町
の
魅
力
に

も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
秋

の
収
穫
イ
ベ
ン
ト
の
時
期

に
台
風
19
号
被
害
が
あ
り

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
っ
た
。

　
各
地
域
で
、
自
粛
と
い

う
ム
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と

に
違
和
感
を
も
っ
た
。

　
台
風
10
号
災
害
を
乗
り

越
え
て
収
穫
を
祝
う
イ
ベ

ン
ト
が
で
き
る
こ
と
は
、

喜
ば
し
い
地
域
の
活
性
化

そ
の
も
の
だ
。

　

地
域
の
思
い
を
尊
重

し
、
町
で
は
応
援
を
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

問 防災減災のまちづくりは
答 町民と一体となり進める

町
長　
地
域
振
興
協
議
会

な
ど
が
主
催
す
る
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
台
風
19
号
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

　
主
催
者
な
ど
は
、
安
全

の
確
保
や
参
加
者
の
見
込

み
、
被
災
者
へ
の
配
慮
な

ど
の
状
況
を
考
慮
し
て
開

催
の
可
否
を
判
断
し
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
議
員
指
摘
の
考
え
も
理

解
で
き
る
が
、
町
で
は
主

催
者
の
判
断
を
尊
重
し
て

い
る
。

　
今
後
、
地
域
活
動
の
推

進
に
は
、
地
域
の
思
い
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
尊
重

し
、
活
気
あ
る
活
動
を
支

援
し
て
い
く
。

問 

イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
に
違
和
感

答 

主
催
者
の
判
断
を
尊
重
し
た

小松ひとみ議員

問 

公
民
館
に
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
を

答 

全
て
に
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い

消防屯所に設置されたぴーちゃんねっと告知端末

問 地域防災センターの整備を
答 整備には慎重な検討が必要

問　
旧
大
平
小
中
学
校
の

校
舎
を
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
で
き
な

い
か
。

町
長　
旧
大
平
小
中
学
校

の
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
で
あ
る
。
施

設
の
改
修
な
ど
に
は
、
相

問　
公
民
館
は
、
地
域
の

祭
り
、
行
事
、
寄
り
合
い

な
ど
を
行
っ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

で
あ
る
。

　

平
常
時
の
活
動
の
ほ

か
、
非
常
時
の
防
災
対
策

の
た
め
、
指
定
避
難
所
以

外
の
公
民
館
に
も
、
ぴ
ー

ち
ゃ
ん
ね
っ
と
（
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
）
を
設
置
で
き
な

い
か
。

町
長　
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ

被
災
地
の 

復
旧
復
興
に

 

希
望
の
道

当
難
儀
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
ハ
ー
ド
的
な
整
備

は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

問　
旧
大
平
小
中
学
校
は

指
定
避
難
所
だ
が
、
付
帯

設
備
が
停
止
状
態
で
、
ト

イ
レ
や
水
道
は
外
に
あ
る
。

台
風
19
号
の
際
、
避
難
者

が
苦
労
し
た
。

　
防
災
備
品
や
衛
生
設
備

を
備
え
た
、
長
期
に
避
難

で
き
る
環
境
を
整
備
で
き

な
い
か
。

町
長　
本
年
度
、
避
難
所

で
最
低
限
必
要
な
非
常
用

発
電
機
な
ど
の
防
災
備
品

を
配
備
し
た
。

　
旧
大
平
小
中
学
校
の
避

難
所
運
営
は
、
付
帯
施
設

の
課
題
を
補
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
備
品
な
ど
の

配
備
を
検
討
し
て
い
く
。

と
は
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
町
内
全
世
帯
や

学
校
、
病
院
、
事
業
所
な

ど
に
限
定
し
整
備
を
し
て

き
た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
防
災
上
の
観
点
か
ら
、

指
定
避
難
所
と
消
防
屯
所

へ
も
町
単
独
費
で
整
備
を

進
め
て
き
た
。

　
本
年
度
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ね
っ
と
シ
ス
テ
ム
は
、
導

入
か
ら
５
年
が
経
過
し
保

守
期
間
が
満
了
し
た
。
現

合砂　丈司議員

在
、
更
新
作
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
専
門
業
者
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
の
保
守
対
応

は
、
今
回
が
最
後
で
、
５

年
後
に
は
事
業
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
、
新
た
な
通
信
手

段
の
確
保
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
の

告
知
端
末
も
既
に
生
産
、

販
売
を
終
了
し
て
い
る
。

　
故
障
や
不
具
合
に
よ
る

機
器
の
修
理
交
換
に
必
要

な
台
数
は
確
保
し
て
い
る

が
、
全
て
の
公
民
館
な
ど

に
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
を

設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

次
は
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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９月
 11 日 第３回定例会（20日まで）
  議会全員協議会（役場）
  広報広聴常任委員会（役場）
 13 日  台風第 10 号豪雨災害復旧・復興推進調査

特別委員会（役場）
 18 日 総務常任委員会（役場）
  産業常任委員会（役場）
 24 日 町村議会広報研修会（東京都）
 27 日 広報広聴常任委員会（役場）
10 月
 １日 委員長研修会（盛岡市）
 10 日 広報広聴常任委員会（役場）

廃校舎の利活用
民間などに公募

～宮城県川崎町に学ぶ～
　
総
務
常
任
委
員
会
（
坂

本
昇
委
員
長
）
は
10
月

24
・
25
日
、
宮
城
県
川
崎

町（
小
山
修
作
町
長
）で
、

本
町
の
課
題
で
あ
る
廃
校

舎
の
利
活
用
と
移
住
定
住

施
策
の
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三

田
地
久
志
委
員
長
）
は
11

月
14
日
、
新
北
菱
林
産
㈱

岩
泉
工
場
（
芦
久
保
吉
徳

工
場
長
）
と
（
一
社
）
岩

泉
農
業
振
興
公
社
（
中
居

健
一
理
事
長
）
の
現
状
を

調
査
し
ま
し
た
。

月
５
千
万
円
の
経
済
効
果

　
新
北
菱
林
産
㈱
岩
泉
工

場
は
、
木
材
チ
ッ
プ
（
紙

な
ど
の
原
料
）
の
製
造
・

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
芦
久
保
工
場
長
は
「
町

内
経
済
へ
の
効
果
は
、
原

木
の
購
入
代
金
な
ど
で
月

額
５
千
万
円
に
上
る
。
原

木
の
入
荷
が
少
な
い
現
状

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
課

題
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
安
定
し
た
木
材
の
供
給

や
林
業
振
興
の
た
め
、
本

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
を

活
用
し
、
町
と
一
体
と

移
住
者
支
援
は
移
住
者
が

　
人
口
減
少
に
危
機
感
を

感
じ
た
町
は
、
外
部
か
ら

の
人
材
を
確
保
す
る
た
め

29
年
に
移
住
定
住
・
企
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
こ
の
運
営
は
、
６
人
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊（
※
）

が
担
っ
て
お
り
、
川
崎
町

に
移
住
し
て
き
た
人
が
移

住
者
の
相
談
や
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
を
終
え
て

・ 

廃
校
舎
の
在
り
方
は
、

町
や
議
会
、
そ
し
て
地

域
全
体
で
考
え
る
機
会

を
作
る
べ
き
と
感
じ
た

・ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
用
を
も
っ
と
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

◇
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
＊ 

住
民
と
活
用
策
を
十

分
に
協
議

　
＊ 

４
校
一
斉
に
活
用
策

を
公
募

　
＊ 

町
か
ら
の
財
政
支
援

は
無
し

４
校
一
斉
に
閉
校
し
公
募

　
川
崎
町
は
仙
台
市
の
南

に
位
置
し
人
口
８
７
０
１

人
（
元
年
10
月
末
現
在
）

の
町
で
す
。
児
童
数
の
減

少
で
、
平
成
23
年
度
末
に

８
校
あ
っ
た
小
学
校
の
う

ち
４
校
を
一
斉
に
閉
校
。

　
校
舎
の
利
活
用
は
３
年

間
地
域
住
民
と
議
論
を
重

ね
、
28
年
に
４
校
一
斉
に

民
間
企
業
な
ど
に
活
用
策

を
公
募
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

本町の経済にとって林業はとても重要であることを再認識

移住者の相談窓口「SPRING」

産直やレストランに生まれ変わった廃校舎

町
内
企
業
の
現
状
を
調
査

河
川
改
修
の
進
み
具
合
は

安
家
川
・
小
本
川
の
工
事
現
場
を
調
査

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

経
営
は
厳
し
い

　
岩
泉
農
業
振
興
公
社
で

は
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
や
ワ

サ
ビ
育
苗
施
設
、
イ
チ
ゴ

栽
培
な
ど
の
現
状
を
調
査

し
ま
し
た
。

　
経
理
担
当
課
長
は
「
経

営
は
厳
し
い
。
職
員
の
情

熱
で
頑
張
っ
て
い
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
在
り

方
は
、
全
体
を
見
渡
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
町
と
議

論
を
深
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
項

で
す
。

　
平
成
28
年
台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
復
旧
・
復
興
推
進
調

査
特
別
委
員
会
（
野
舘
泰
喜
委
員
長
）
は
12
月
17
日
、
岩

手
県
が
進
め
て
い
る
安
家
川
と
小
本
川
の
河
川
改
修
工
事

の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
県
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
（
佐
々
木
雅
章
所
長
）
か
ら
両

河
川
の
工
事
概
要
と
進
捗
状
況
の
説
明
を
現
地
で
受
け
、

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

川
幅
を
50
㍍
に
拡
幅

　
安
家
川
河
川
改
修
工
事

は
、
平
成
30
年
４
月
に
旧

安
家
産
直
施
設
付
近
か
ら

着
手
。
事
業
費
は
67
億
円

で
現
在
の
川
幅
20
〜
30
㍍

を
50
㍍
に
拡
幅
す
る
工
事

と
橋
の
架
け
替
え
が
主
な

内
容
で
す
。
用
地
の
取
得

は
約
90
％
が
完
了
し
て
い

ま
す
。

工
事
区
間
は
47
㌔
㍍

　
小
本
川
河
川
改
修
工
事

は
、
平
成
30
年
１
月
か
ら

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
付

近
か
ら
工
事
を
着
工
し
て

い
ま
す
。
小
川
か
ら
小
本

ま
で
約
47
㌔
㍍
の
工
事
区

間
で
す
。
事
業
費
は

２
０
０
億
円
。
河
道
掘
削

や
道
路
の
か
さ
上
げ
工
事

な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
工
事
を

委
員
か
ら
の
主
な
意
見

＊ 

清
水
川
の
河
川
改
修
工

事
は
、
令
和
２
年
度
の

下
半
期
か
ら
本
格
的
に

な
る
。
擁
壁
や
環
境
に

配
慮
し
て
工
事
を
施
工

す
る
こ
と

＊ 

小
本
川
水
門
付
近
で
は

河
道
掘
削
の
際
、
塩
害

対
策
に
も
配
慮
し
て
進

め
る
こ
と

＊ 

カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の

生
息
に
配
慮
す
る
こ
と

＊ 

ダ
ン
プ
の
数
が
多
い
。

交
通
安
全
対
策
に
万
全

を
期
す
こ
と

安家支所前で土木センター職員から説明を受ける委員

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状況
をお知らせします。（全日程はＱＲコードで）

 17 日 議会全員協議会（役場）
  広報広聴常任委員会（役場）
 24 日  総務常任委員会所管事務調査（宮城県川崎

町 25日まで）
 30 日 産業常任委員会所管事務調査（役場）
11 月
 ６日 議員と語る会（６地区：15日まで）
 14 日 産業常任委員会所管事務調査（町内）
  広報広聴常任委員会（役場）
 20 日 議会全員協議会（役場）
 21 日 町村議会広報担当者研修会（花巻市）
12 月
 ２日 議会運営委員会
 ５日 第４回定例会（10日まで）
 11 日 広報広聴常任委員会（役場）
 17 日  台風第 10 号豪雨災害復旧・復興推進調査

特別委員会（町内）
 18 日 議会全員協議会（役場）

（※） 地方への定住を図るため都市部の人材を地方で受け入れる制度

委

員

会

レ

ポ

ー

ト



古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会―間伐に寄与した紙―」を使用しています。
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委
員
長　

八
重
樫
龍
介

副
委
員
長　

小
松
ひ
と
み

委　
員　

野
舘　
泰
喜

　
　
　
　

三
田
地
久
志

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

▽
今
号
は
通
常
よ
り
４

㌻
増
や
し
「
議
員
と
語

る
会
」
と
「
議
員
定
数

と
報
酬
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
」
を
掲

載
し
ま
し
た
▽
議
会
だ

よ
り
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

つ
け
て
い
ま
す
。
一
般

質
問
や
会
議
録
、
議
会

の
動
き
な
ど
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
紙

面
で
は
伝
え
き
れ
な
い

常
任
委
員
会
な
ど
の
議

論
の
経
緯
も
お
届
け
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
▽
今
後
も
開

か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

使
っ
て
議
会
活
動
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

 

三
田
地　
久
志

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
 ２月 13日 （木） 施政方針演述
 25 日 （火） 条例補正予算審査
 26 日 （水） 条例補正予算審査
 ３月３日 （火） 一般質問
 ４日 （水） 一般質問
 ５日 （木） 新年度予算審査
 ６日 （金） 新年度予算審査
 ９日 （月） 新年度予算審査
 10 日 （火） 新年度予算審査
の予定です。
（詳細はぴーちゃんねっとでお知らせします）
※都合により変更となる場合があります。

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

　
災
害
復
旧
や
復
興
な

ど
最
近
の
町
の
動
き
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
と
気
に
な
っ
て
来
ま

し
た
。

―
傍
聴
し
た
感
想
は

　
本
年
度
で
林
道
な
ど

の
災
害
復
旧
工
事
が
ほ

ぼ
完
了
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
全
般
的
に
議
員
は
よ

く
勉
強
し
質
問
を
し
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

町
長
を
は
じ
め
町
職
員

も
丁
寧
に
答
え
て
い

て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

　議会だよりの表紙に登場してくれ
る７人以上の家族を募集していま
す。自薦他薦は問いません。近くの
議員や議会事務局（☎ 22-2111内
線252）まで
連絡ください。
　登場してく
れた家族に
は、Ａ４判写
真（フォトフ
レーム入り）
をプレゼント
します。

　議会会議録を町ホームページで公
開しています。12 月定例会分は 2
月下旬ごろに掲載
予定です。
　町立図書館や役
場各支所図書室で
は、会議録の写し
が閲覧可能です。

表紙の大家族を募集

町ホームページで
会議録が閲覧可能

―
議
会
や
町
政
に
対
す

る
要
望
は
あ
り
ま
す
か

　
町
内
格
差
の
是
正
と

西
側
の
整
備
が
遅
れ
て

い
る
の
で
、
国
道
や
県

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
早
急
に
望
み
ま

す
。
特
に
も
、
国
道
３

４
０
号
は
「
押
角
〜
寄

部
〜
下
町
〜
舞
の
子
」

を
通
る
抜
本
的
な
ル
ー

ト
の
改
良
整
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
度
重
な
る
豪
雨
に
備

え
る
た
め
官
民
が
協
力

し
て
、
河
川
や
河
岸
に

立
っ
て
い
る
樹
木
を
伐

採
す
る
な
ど
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
取
り
組

み
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

国道340号の
整備を早く

傍聴者の声
　12 月定例会の傍聴者
数は延べ８人でした。
　傍聴された人から議会
に対する声を聴きました。畠山　庄次郎さん

（大川・65 歳）

分野別議員と語る会を開催
　町民の皆さんとの意見交換会「議員と語る会」を開催します。
日程や場所、対象は次のとおりです。
月　　日 時　　間 対　　象 場　　所

２月２日（日） 午前 10時から 子育て世帯 町保健センター
２月５日（水） 午後１時から 畜産農家 役場大会議室
※都合により変更する場合があります。


